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案 件  

 

枚方市立総合福祉会館の熱源改修における ESCO 事業の活用について 
 

健康福祉部 健康福祉政策課 

都市整備部 施設計画課 

 

１．政策等の背景・目的及び効果 

枚方市立総合福祉会館（ラポールひらかた）については、平成 10 年８月の開館以降、渚水みらい

センターからの高度処理水を利用した熱源システム（水冷ヒートポンプ）により、空調の運用及び温

水プールの昇温等を行ってきました。しかし、近年、高度処理水を供給する汲上ポンプの老朽化等に

よる不具合等が頻発しており、令和５年３月の汲上ポンプ故障時には、修繕復旧に長期間を要し、温

水プールや貸室の利用が９月中旬までできなくなるなど、安定的な施設運営が困難となっていること

に加え、今後、利用後処理水の排水先である淀川の水質基準に適合できない可能性があることから、

新たな熱源システム等の導入について、検討を行ってきたところです。 

この度、民間ノウハウを最大限活用し、省エネルギー化に必要となる「技術」「設備」「人材」など

を包括的に事業者が提供することで、省エネルギー化を実現し、その効果を保証する事業である

「ESCO 事業」を導入することにより、熱源システム改修と合わせて同会館の省エネ改修に取り組む

こととしましたので、ご報告するものです。 
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２．内容  

（１）改修内容の検討 

今年度に実施している「ラポールひらかた省エネルギー空調方式等検討業務委託」において、新

たな熱源システム導入を、「経済性」「環境性」などの観点から総合的に検討したところ、「空冷ヒ

ートポンプ（ＨＰ）」への改修が最適な結果となりました。 

【熱源システム改修に関する比較検討結果】 
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また、「枚方市役所CO₂ 削減プラン」では、既存の市有建築物の設備・機器は「枚方市有建築物

保全計画」などに基づき計画的に改修等を進め、熱源システムの改修にあわせて、コージェネレ

ーション設備や蓄熱システム、ヒートポンプなどの「高効率空調設備」等の導入を推進すること

や、「ESCO事業」の活用等により省エネルギー設備等の導入を推進しています。 

こうしたことを踏まえ、「照明器具等のLED化」並びに「受変電設備（変圧器）の高効率化」の

同時改修を行うことでより効率的に取り組みます。 

 

【主な改修内容】 
 

※ 改修内容については、事業者選定審査会の審議を踏まえて決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類 省エネルギー手法 CO₂ プラン 保全計画 

電気 

受変電 変圧器を高効率型に更新 〇 R9 
照明器具 高効率 LED器具に更新 〇 R9 
誘導灯 高効率 LED器具に更新 〇 R9 

空調 熱源機器 高効率機器に更新 〇 R9 
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（２）「設備更新型ESCO事業」導入の検討 

熱源改修手法を検討するにあたり、熱源改修に必要となる初期費用が大きいため、省エネ化に

よる光熱水費削減分でESCO事業者が改修費用を全て賄う従来のESCO手法ではなく、熱源改修と民

間のノウハウ等による省エネ改修を一体的に発注し、光熱水費の削減を実現させることで、通常

の改修工事よりも市の負担額を実質的に低く抑えることができる「設備更新型ESCO事業」の導入

が可能であることが、事業者ヒアリングなどにより確認できました。 

なお、「設備更新型ESCO事業」では、民間事業者の創意工夫により最大限の省エネ効果を実現

するとともに、工事施行及び維持管理の効率性を向上させるため、設計・施工・維持管理を一括

した発注（性能発注）を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：関西 ESCO 協会  自治体向け ESCO 事業説明会資料 

【設備更新型 ESCO 事業のイメージ】 

【５年分】  

５ 
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同事業では、民間提案による省エネ性能の高い設備機器等の導入による改修を想定しており、

工事完了後の５年間（以下「「ESCO期間」」においては、実現した光熱水費削減額からESCO事業

者に対し、省エネ効果の計測や評価、機器の維持管理等を行うための「ESCO経費」を支払います

が、光熱水費削減が実現しなかった部分については事業者が弁済する「省エネ保証契約」により

５年間の光熱水費削減を保証します。なお「ラポールひらかた省エネルギー空調方式等検討業務

委託」による試算においては、総事業費で約10％の削減効果を見込んでいます。 

また、同事業においては、「建築物省エネルギー性能表示制度（BELS）」等の認証を受けること

で、脱炭素化推進事業における地方債の活用及び元利償還金に対する一定の交付税措置があるこ

とから、財源面でもメリットのある事業構築を行います。 

       

  

 

 

 

 

 

 

 

【光熱水費削減と利益配分イメージ】 

※ESCO 終了後も維持管理費用は必要 5 年間 



6 

 

３．事業者選定体制 

市の附属機関として「枚方市立総合福祉会館 ESCO 事業者選定審査会」を設置し、専門的見地から

の当該事業者の選定について諮問します。 

設置目的：市長の諮問に応じ、枚方市立総合福祉会館において ESCO 事業を実施する事業者の選定

に関する必要事項についての審査を行うこと。 

委員構成：建築環境、建築設備・省エネルギー、財務、法律、公共施設・設備管理分野で５人以内 

任    期：令和６年４月から答申の日まで 

 

４．実施時期等（予定） 

令和６年２月         市民福祉委員協議会及び建設環境委員協議会へ案件の説明 

３月      枚方市附属機関条例の改正（事業者選定審査会の設置） 

８月      事業者選定審査会【諮問】（以降、２回程度開催予定） 

事業者の公募（公募型プロポーザル） 

12 月       事業者選定審査会【答申】 

最優秀提案者の選定 

令和７年２月      市民福祉委員協議会及び建設環境委員協議会へ事業者選定結果の報告 

令和７年度       契約、詳細設計及び改修工事 

令和８年度から 12 年度 維持管理、計測期間（ESCO「省エネ保証」期間） 
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５．総合計画等における根拠・位置付け 

総合計画  基本目標 １．安全で、利便性の高いまち 

施策目標 ５．快適で暮らしやすい環境を整えたまち 

基本目標 ５．自然と共生し、美しい 環境を守り育てるまち 

施策目標 27．地球温暖化対策に取り組むまち 

 

６．関係法令・条例等 

関係法令 地球温暖化対策推進法 

条例   枚方市附属機関条例 

 

７．事業費・財源及びコスト 

 ≪事業費≫ 令和６年度（当初予算計上予定）              7,320 千円 

（支出内訳）事業者選定支援 委託費   7,200 千円 

審議会に係る委員報酬等    120 千円（５人分） 

令和６年度～12 年度（債務負担計上予定）          512,500 千円 

（支出内訳）ESCO 事業委託料 

令和７年度（予定）                                800 千円 

（支出内訳） ESCO 事業関連申請手数料（BELS 等） 

 

≪財 源≫ 一般財源（脱炭素化推進事業債の活用を予定） 


